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ス トを与え, カプリを抑制することを確めた｡ これらの結果から推測を進め, 増感剤としてアスコルビン
酸, - イドロキノン, トフェニル15- メルカプトテ トラゾールなどが有効であり, 一方コントラス トを与
えるカブり防止剤として鉛塩のほかにカドミウム塩や第二スズ塩, およびポリエチレンオキシド類を使う
ことができることを明らかにしている｡ P.0.感材が高照度露光を受けることから内部潜像ができやすい





第4章は P.0.増感剤の探索研究であって, P.0.感材の増感剤を, 還元性物質および有機イオウ化
合物の中に求めて探索研究した｡ 実用性あるものとして 1) ビスチオ尿素およびその誘導体, 2) ジチ
オカルバ ミン酸およびその誘導体, 3) キサントゲン酸塩, 4) アスコルビン酸, など多数のものを開発
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属イオンの効果は次の4つに分類できるO すなわち 1) 画像形成を助長する促進型,2) 反転画像を与
え, 激しいカプリを起こす反転型, 3) 画倣部, 素地共に濃度を増す平行型, および 4) 無効型である｡
第6章では P.0.感材の画像生成機構を取扱っている｡ P.0.感材では画像形成に関して, 今までよ
く研究されたふつうの化学現像乳剤とは違った特異の挙動を示すことを解明しようとした｡
まず, 写真濃度から予想されるものとは完全に異なり, 黒化度の高い画像部では素地のカプリの部分よ








論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
光現像型感光材料 (P.0.感材) では極めて短時間高照度で露光し, 生じた潜像を低照度露光で現像す
るものであり, 現像薬品を必要とせず乾式現像法が使用できるためオシログラフの記録用などに便利なも
のであり, ここ十数年来研究されるようになったが, 感度, 安定性, 画質などにまだ不満足な点が多く研
究の余地が大きい｡ 本研究はこの P.0.感材の晶質向上のより所を求めたものである｡
1.P.0.感材であるための必要な条件をとらえるためにすでに市販されているものについて- ロゲソ
化銀の組成, 残留イオン, 無機添加剤などを調べ, また高照度露光と表面現像, 内部現像, 漂白処理, さ
らに光現像を組合せて各感材の挙動を観察し, その結果 P.0.感材には表面潜像型, 内部潜像型および
中間型があることを明らかにし, 高感度 P.0.感材としては表面潜像型が有利であると結論した｡
2.乳剤処方と P.0.特性の関係を調べ, 増感剤としてアスコルビン酸, - イドロキノン, 1-フェニ










して 1) ビスチオ尿素およびその誘導体, 2) ジチオカルバミン酸およびその誘導体, 3) キサントゲ
ン酸塩,4) アスコルビン酸, など多数のものを開発している｡ イオウ化合物が有効である理由は, - ロ
ゲソ化銀に吸着して安定な銀塩を形成し, 光現像にいたるまで安定な- ロゲン受容体として働 くからであ
るとしている｡







鏡的観察によると, 画像部では- ロゲソ化銀結晶に多数の微細な銀が析出していること, および素地カプ
リ部では鍍粒子が大きく凝集していることを見出した｡ すなわち画像部ではさきの分析結果から明らかな
ように析出銀の量は素地カプリ部より少ないのであるが, 細かく分散しているため被覆力が大で, そのた
め高い濃度を与えていることを明らかにした｡ また退行部ではやはり析出銀の凝集が起こっていることを
見出した｡
以上の成果は学術上のみならず工業上にも貢献するところが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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